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た
ま
ね
ぎ

◆
追
肥

　

中
生
種
は
2
月
中
旬
、
晩
生
種
は

2
月
下
旬
に
2
回
目
の
追
肥
を
施
す
。

10
ａ
当
た
り
い
ず
み
の
化
成
（
8-

8-
8
）
な
ど
の
化
成
肥
料
を
60
〜

90
㎏
施
す
。

　

ま
た
、
追
肥
後
の
中
耕
除
草
は
根

を
傷
め
な
い
よ
う
に
軽
く
行
う
。
雑

草
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

茎
葉
処
理
型
の
除
草
剤
を
使
用
す
る

（
表
1
）。

◆
か
ん
水

　

土
壌
の
乾
燥
が
長
く
続
く
と
、
追

肥
後
に
濃
度
障
害
の
発
生
や
、
根
が

寒
害
を
受
け
、
肥
料
の
吸
収
が
遅
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、
晴
天
の

日
の
午
前
中
に
う
ね
間
に
走
り
水
程

度
の
か
ん
水
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

べ
と
病
、白
色
疫
病
に
注
意
す
る
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
2
〜
3
月
に
温
暖

で
、
雨
が
続
く
場
合
に
多
発
し
や
す

い
の
で
、
水
は
け
の
悪
い
畑
な
ど
、

発
生
の
多
い
ほ
場
で
は
排
水
を
良
く

す
る
と
と
も
に
、
早
期
防
除
に
努
め

る
。
発
病
を
認
め
た
場
合
は
、
表
2

の
い
ず
れ
か
の
薬
剤
を
散
布
す
る
。

さ
と
い
も

　

マ
ル
チ
栽
培
の
催
芽
は
2
月
中
下

旬
よ
り
始
め
る
。
黒
斑
病
予
防
の
た

め
、
伏
せ
込
み
前
に
は
必
ず
種
い
も

消
毒
を
行
う
。

◆
種
い
も
消
毒

　

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
（
2
0
0

〜
5
0
0
倍
／
1
回
）
に
20
〜
30
分

間
浸
漬
し
、
植
え
付
け
る
。

◆
催
芽

　

種
い
も
は
無
病
で
優
良
系
統
の
種

い
も
を
選
別
し
、
10
ａ
当
た
り
約

2
0
0
㎏
を
準
備
す
る
。
催
芽
床
は

ハ
ウ
ス
内
で
、
う
ね
幅
1.5
ｍ
の
う
ね

を
約
20
m
用
意
す
る
。
種
い
も
を
大

小
に
区
別
し
て
、
密
に
並
べ
、
3
㎝

ほ
ど
覆
土
す
る
。
十
分
か
ん
水
し
た

後
、ホ
ロ
型
の
ト
ン
ネ
ル
を
被
覆
し
、

日
中
20
〜
30
度
の
温
度
に
保
温
す
る
。

　

催
芽
日
数
は
、
乾
燥
貯
蔵
の
い
も

で
40
〜
50
日
、
生
い
け
貯
蔵
の
い
も

で
30
〜
35
日
程
度
で
あ
る
。

水
な
す

◆
定
植
　

　

ハ
ウ
ス
無
加
温
半
促
成
栽
培
の
定

植
開
始
時
期
と
な
る
の
で
、
定
植
の

2
〜
3
日
前
に
十
分
か
ん
水
し
、
小

ト
ン
ネ
ル
を
か
け
て
、
地
温
を
で
き

る
だ
け
高
め
て
お
く
。

　

定
植
後
は
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、

か
ん
水
を
す
る
場
合
は
、
地
温
を
下

げ
な
い
よ
う
晴
天
の
日
の
午
前
中
に

軽
く
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 　

①
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、ミ
カ

ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
防
除

　

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
を
本

ぽ
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
、
本
ぽ
の

雑
草
を
除
く
と
と
も
に
、
育
苗
後
期

の
防
除
を
徹
底
す
る
。

　

定
植
時
に
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
の
発
生
が
見
ら
れ
る
苗
で
は
ア

ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
1
〜
2
ｇ
／
株
／

植
穴
土
壌
混
和
／
１
回
）
を
、
ミ
カ

ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
見

ら
れ
る
苗
は
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
5
（
2

ｇ
／
株
／
植
穴
処
理
／
１
回
）
な
ど

を
処
理
す
る
。

　

定
植
後
に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生

を
認
め
た
ら
、
発
生
初
期
に
薬
剤
を

散
布
す
る
。

　

な
お
、
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
防
除
に
は
、
ア
ー
デ
ン
ト
水
和

剤
（
1
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で

／
４
回
以
内
）
ま
た
は
コ
テ
ツ
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
4
回
以
内
）、
ス
ピ
ノ
エ
ー

ス
顆
粒
水
和
剤
（
2
5
0
0
〜
5
0

0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
2
回
以

内
）
を
散
布
す
る
。
同
じ
薬
剤
を
続

け
て
使
用
す
る
と
抵
抗
性
が
つ
き
や

す
く
な
る
の
で
、
必
ず
異
な
る
系
統

の
薬
剤
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
う
。
ま
た
、
薬
剤
ご
と
に
一
作
当

た
り
の
総
使
用
回
数
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
水
な
す
は
栽
培
期
間
が
長
い

の
で
、
栽
培
途
中
で
総
使
用
回
数
を

超
え
な
い
よ
う
散
布
薬
剤
の
選
定
に

注
意
す
る
。

※

ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
、
ス
ピ
ノ
エ
ー

ス
顆
粒
水
和
剤
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
で
登
録
が
あ
る
。

②
す
す
か
び
病
、う
ど
ん
こ
病
の
防
除

　

近
年
、
す
す
か
び
病
や
う
ど
ん
こ

病
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
晴

天
の
日
に
は
換
気
を
し
、
施
設
内
の

空
気
を
入
れ
替
え
る
と
と
も
に
、
発

生
初
期
に
表
3
、
表
4
の
薬
剤
を
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
す
る
。

果
樹
全
般

◆ 

土
づ
く
り
　

　

タ
コ
ツ
ボ
に
よ
る
深
耕
は
、
深
さ

30
㎝
、直
径
40
㎝
程
度
の
穴
を
掘
り
、

堆
肥
な
ど
の
有
機
物
に
熔
燐
を
片
手

一
杯
程
度
を
混
ぜ
、
埋
め
戻
す
。
太

い
根
を
切
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、一
樹

当
た
り
2
カ
所
程
度
と
し
、
3
年
か

け
て
樹
冠
を
一
周
す
る
よ
う
に
す
る
。

み
か
ん

◆
せ
ん
定

　

密
植
園
で
は
、
ふ
と
こ
ろ
や
、
す

そ
葉
は
日
が
当
た
り
に
く
く
、
土
壌

が
乾
き
に
く
い
た
め
、
果
実
の
糖
度

は
上
が
ら
な
い
。
ま
た
、
風
通
し
が

悪
い
た
め
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く

防
除
等
の
作
業
性
も
悪
い
の
で
せ
ん

定
前
に
間
伐
し
て
お
く
と
良
い
。

　

寒
害
の
心
配
が
な
け
れ
ば
2
月
15

日
前
後
か
ら
行
う
。
せ
ん
定
が
早
け

れ
ば
、
新
梢
の
発
育
が
良
く
な
る
。 

　

切
り
返
し
（
枝
の
途
中
で
切
る
）

せ
ん
定
を
主
体
と
す
る
。
鉛
筆
か
ら

小
指
程
度
の
太
さ
の
枝
を
切
り
返
す

と
と
も
に
、
春
枝
と
夏
枝
の
境
目
の

少
し
上
で
切
る
枝
を
多
く
確
保
す
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
来
年
の
結
果
母

枝
と
な
る
新
梢
を
多
く
発
生
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

前
年
に
実
が
つ
い
て
い
た
結
果
枝

を
多
め
に
残
す
。
結
果
枝
か
ら
発
生

す
る
新
梢
は
良
い
結
果
母
枝
と
な
り
、

翌
年
良
い
実
が
つ
き
や
す
い
。

◆
施
肥（
春
肥
） 

　

春
肥
の
施
用
も
早
め
に
行
い
、
新

梢
の
発
育
を
促
す
。
せ
ん
定
時
期
よ

り
も
先
に
行
う
。
雨
が
少
な
け
れ
ば

春
肥
の
効
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
で

き
れ
ば
施
用
後
軽
く
中
耕
す
る
。

も
も

◆
休
眠
期
防
除

　

縮
葉
病
は
3
月
下
旬
以
降
の
発
芽
・

展
葉
期
に
雨
が
多
い
と
発
生
し
や
す

い
。
特
に
、
風
当
た
り
の
強
い
園
で

は
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
2
月
下

旬
か
ら
3
月
上
旬
に
、
石
灰
硫
黄
合

剤
（
7
倍
／
発
芽
前
：
メ
ー
カ
ー
に

よ
り
登
録
内
容
が
異
な
る
の
で
ラ
ベ

ル
を
確
認
し
て
使
用
す
る
）
を
散
布

す
る
。
特
に
、
枝
の
先
端
は
掛
け
残

し
の
な
い
よ
う
注
意
し
、
暖
か
い
無

風
の
日
の
午
前
中
に
ム
ラ
が
な
い
よ

う
丁
寧
に
散
布
す
る
。
毎
年
縮
葉
病

の
発
生
が
多
い
園
で
は
、
3
月
上
中

旬
（
開
花
前
）
に
ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド

ー
Ｄ
Ｆ
（
5
0
0
倍
／
開
花
前
ま
で

／―

）
を
、
3
月
下
旬
に
、
チ
オ
ノ

ッ
ク
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
5
0
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）
を
、

開
花
ま
で
に
2
回
散
布
す
る
。

◆
日
焼
け
防
除

　

主
枝
・
亜
主
枝
の
日
焼
け
の
心
配

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ン
パ
ウ

ダ
ー
（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
）
を
塗

布
し
た
り
、
肥
料
袋
な
ど
で
被
覆
し

た
り
す
る
。

い
ち
じ
く

◆
せ
ん
定

　

せ
ん
定
は
3
月
上
旬
ま
で
に
行
う
。

凍
霜
害
を
受
け
や
す
い
園
で
は
遅
れ

る
と
切
り
口
か
ら
樹
液
が
出
て
樹
勢

が
低
下
し
た
り
、
発
芽
が
遅
れ
た
り

す
る
の
で
注
意
す
る
。
前
年
の
結
果

枝
基
部
の
2
芽
を
残
し
て
せ
ん
定
す

る
。
樹
勢
が
弱
い
場
合
は
上
芽
を
、

強
い
場
合
は
横
芽
を
利
用
す
る
。
残

す
芽
の
す
ぐ
上
で
切
る
と
、
切
り
口

が
乾
燥
し
て
亀
裂
が
入
り
、
枝
の
伸

び
が
悪
く
な
る
た
め
、
3
芽
目
の
す

ぐ
下
で
切
る
。

◆
凍
霜
害
対
策

　

せ
ん
定
直
後
か
ら
4
月
の
発
芽
ま

で
主
幹
や
主
枝
を
ワ
ラ
や
防
寒
資
材

で
被
覆
し
て
お
く
。

か
き

◆
粗
皮
削
り  　

　

太
い
枝
の
分
岐
部
な
ど
で
越
冬
す

る
害
虫
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
粗
皮

を
削
り
落
と
し
て
お
け
ば
、
越
冬
害

虫
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

う
め

◆
開
花
期
の
受
粉  　

　

低
温
や
強
風
、
受
粉
樹
が
少
な
い

場
合
、
結
実
不
良
に
な
る
の
で
、
開

花
盛
期
の
小
梅
類
の
枝
を
バ
ケ
ツ
に

生
け（
10
ａ
当
た
り
10
カ
所
以
上
）、

株
元
に
置
い
て
お
く
。
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2月の農作業
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＊
2
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
使
用
量
／
株
／
使
用
方
法
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

＊
１
農
薬
名
の
後
の
括
弧
内
は
、（
希
釈
倍
数
／
使
用
時
期
／
総
使
用
回
数
）
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

た
ま
ね
ぎ

◆
追
肥

　

中
生
種
は
2
月
中
旬
、
晩
生
種
は

2
月
下
旬
に
2
回
目
の
追
肥
を
施
す
。

10
ａ
当
た
り
い
ず
み
の
化
成
（
8-

8-

8
）
な
ど
の
化
成
肥
料
を
60
〜

90
㎏
施
す
。

　

ま
た
、
追
肥
後
の
中
耕
除
草
は
根

を
傷
め
な
い
よ
う
に
軽
く
行
う
。
雑

草
の
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

茎
葉
処
理
型
の
除
草
剤
を
使
用
す
る

（
表
1
）。

◆
か
ん
水

　

土
壌
の
乾
燥
が
長
く
続
く
と
、
追

肥
後
に
濃
度
障
害
の
発
生
や
、
根
が

寒
害
を
受
け
、
肥
料
の
吸
収
が
遅
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
る
の
で
、
晴
天
の

日
の
午
前
中
に
う
ね
間
に
走
り
水
程

度
の
か
ん
水
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 

　

べ
と
病
、白
色
疫
病
に
注
意
す
る
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
2
〜
3
月
に
温
暖

で
、
雨
が
続
く
場
合
に
多
発
し
や
す

い
の
で
、
水
は
け
の
悪
い
畑
な
ど
、

発
生
の
多
い
ほ
場
で
は
排
水
を
良
く

す
る
と
と
も
に
、
早
期
防
除
に
努
め

る
。
発
病
を
認
め
た
場
合
は
、
表
2

の
い
ず
れ
か
の
薬
剤
を
散
布
す
る
。

さ
と
い
も

　

マ
ル
チ
栽
培
の
催
芽
は
2
月
中
下

旬
よ
り
始
め
る
。
黒
斑
病
予
防
の
た

め
、
伏
せ
込
み
前
に
は
必
ず
種
い
も

消
毒
を
行
う
。

◆
種
い
も
消
毒

　

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
（
2
0
0

〜
5
0
0
倍
／
1
回
）
に
20
〜
30
分

間
浸
漬
し
、
植
え
付
け
る
。

◆
催
芽

　

種
い
も
は
無
病
で
優
良
系
統
の
種

い
も
を
選
別
し
、
10
ａ
当
た
り
約

2
0
0
㎏
を
準
備
す
る
。
催
芽
床
は

ハ
ウ
ス
内
で
、
う
ね
幅
1.5
ｍ
の
う
ね

を
約
20
m
用
意
す
る
。
種
い
も
を
大

小
に
区
別
し
て
、
密
に
並
べ
、
3
㎝

ほ
ど
覆
土
す
る
。
十
分
か
ん
水
し
た

後
、ホ
ロ
型
の
ト
ン
ネ
ル
を
被
覆
し
、

日
中
20
〜
30
度
の
温
度
に
保
温
す
る
。

　

催
芽
日
数
は
、
乾
燥
貯
蔵
の
い
も

で
40
〜
50
日
、
生
い
け
貯
蔵
の
い
も

で
30
〜
35
日
程
度
で
あ
る
。

水
な
す

◆
定
植　

　

ハ
ウ
ス
無
加
温
半
促
成
栽
培
の
定

植
開
始
時
期
と
な
る
の
で
、
定
植
の

2
〜
3
日
前
に
十
分
か
ん
水
し
、
小

ト
ン
ネ
ル
を
か
け
て
、
地
温
を
で
き

る
だ
け
高
め
て
お
く
。

　

定
植
後
は
乾
燥
気
味
に
管
理
し
、

か
ん
水
を
す
る
場
合
は
、
地
温
を
下

げ
な
い
よ
う
晴
天
の
日
の
午
前
中
に

軽
く
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除 　

①
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、ミ
カ

ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
の
防
除

　

ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ミ

カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
を
本

ぽ
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
、
本
ぽ
の

雑
草
を
除
く
と
と
も
に
、
育
苗
後
期

の
防
除
を
徹
底
す
る
。

　

定
植
時
に
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ

ウ
マ
の
発
生
が
見
ら
れ
る
苗
で
は
ア

ル
バ
リ
ン
粒
剤
（
1
〜
2
ｇ
／
株
／

植
穴
土
壌
混
和
／
１
回
）
を
、
ミ
カ

ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
生
が
見

ら
れ
る
苗
は
ア
ク
タ
ラ
粒
剤
5
（
2

ｇ
／
株
／
植
穴
処
理
／
１
回
）
な
ど

を
処
理
す
る
。

　

定
植
後
に
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
発
生

を
認
め
た
ら
、
発
生
初
期
に
薬
剤
を

散
布
す
る
。

　

な
お
、
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ

マ
の
防
除
に
は
、
ア
ー
デ
ン
ト
水
和

剤
（
1
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で

／
４
回
以
内
）
ま
た
は
コ
テ
ツ
フ
ロ

ア
ブ
ル
（
2
0
0
0
倍
／
収
穫
前
日

ま
で
／
4
回
以
内
）、
ス
ピ
ノ
エ
ー

ス
顆
粒
水
和
剤
（
2
5
0
0
〜
5
0

0
0
倍
／
収
穫
前
日
ま
で
／
2
回
以

内
）
を
散
布
す
る
。
同
じ
薬
剤
を
続

け
て
使
用
す
る
と
抵
抗
性
が
つ
き
や

す
く
な
る
の
で
、
必
ず
異
な
る
系
統

の
薬
剤
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
を

行
う
。
ま
た
、
薬
剤
ご
と
に
一
作
当

た
り
の
総
使
用
回
数
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。
水
な
す
は
栽
培
期
間
が
長
い

の
で
、
栽
培
途
中
で
総
使
用
回
数
を

超
え
な
い
よ
う
散
布
薬
剤
の
選
定
に

注
意
す
る
。

※

ア
ル
バ
リ
ン
粒
剤
、
ス
ピ
ノ
エ
ー

ス
顆
粒
水
和
剤
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ

類
で
登
録
が
あ
る
。

②
す
す
か
び
病
、う
ど
ん
こ
病
の
防
除

　

近
年
、
す
す
か
び
病
や
う
ど
ん
こ

病
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
晴

天
の
日
に
は
換
気
を
し
、
施
設
内
の

空
気
を
入
れ
替
え
る
と
と
も
に
、
発

生
初
期
に
表
3
、
表
4
の
薬
剤
を
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
す
る
。

果
樹
全
般

◆ 

土
づ
く
り　

　

タ
コ
ツ
ボ
に
よ
る
深
耕
は
、
深
さ

30
㎝
、直
径
40
㎝
程
度
の
穴
を
掘
り
、

堆
肥
な
ど
の
有
機
物
に
熔
燐
を
片
手

一
杯
程
度
を
混
ぜ
、
埋
め
戻
す
。
太

い
根
を
切
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、一
樹

当
た
り
2
カ
所
程
度
と
し
、
3
年
か

け
て
樹
冠
を
一
周
す
る
よ
う
に
す
る
。

み
か
ん

◆
せ
ん
定

　

密
植
園
で
は
、
ふ
と
こ
ろ
や
、
す

そ
葉
は
日
が
当
た
り
に
く
く
、
土
壌

が
乾
き
に
く
い
た
め
、
果
実
の
糖
度

は
上
が
ら
な
い
。
ま
た
、
風
通
し
が

悪
い
た
め
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く

防
除
等
の
作
業
性
も
悪
い
の
で
せ
ん

定
前
に
間
伐
し
て
お
く
と
良
い
。

　

寒
害
の
心
配
が
な
け
れ
ば
2
月
15

日
前
後
か
ら
行
う
。
せ
ん
定
が
早
け

れ
ば
、
新
梢
の
発
育
が
良
く
な
る
。 

　

切
り
返
し
（
枝
の
途
中
で
切
る
）

せ
ん
定
を
主
体
と
す
る
。
鉛
筆
か
ら

小
指
程
度
の
太
さ
の
枝
を
切
り
返
す

と
と
も
に
、
春
枝
と
夏
枝
の
境
目
の

少
し
上
で
切
る
枝
を
多
く
確
保
す
る
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
来
年
の
結
果
母

枝
と
な
る
新
梢
を
多
く
発
生
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

前
年
に
実
が
つ
い
て
い
た
結
果
枝

を
多
め
に
残
す
。
結
果
枝
か
ら
発
生

す
る
新
梢
は
良
い
結
果
母
枝
と
な
り
、

翌
年
良
い
実
が
つ
き
や
す
い
。

◆
施
肥（
春
肥
） 

　

春
肥
の
施
用
も
早
め
に
行
い
、
新

梢
の
発
育
を
促
す
。
せ
ん
定
時
期
よ

り
も
先
に
行
う
。
雨
が
少
な
け
れ
ば

春
肥
の
効
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
で

き
れ
ば
施
用
後
軽
く
中
耕
す
る
。

も
も

◆
休
眠
期
防
除

　

縮
葉
病
は
3
月
下
旬
以
降
の
発
芽
・

展
葉
期
に
雨
が
多
い
と
発
生
し
や
す

い
。
特
に
、
風
当
た
り
の
強
い
園
で

は
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
2
月
下

旬
か
ら
3
月
上
旬
に
、
石
灰
硫
黄
合

剤
（
7
倍
／
発
芽
前
：
メ
ー
カ
ー
に

よ
り
登
録
内
容
が
異
な
る
の
で
ラ
ベ

ル
を
確
認
し
て
使
用
す
る
）
を
散
布

す
る
。
特
に
、
枝
の
先
端
は
掛
け
残

し
の
な
い
よ
う
注
意
し
、
暖
か
い
無

風
の
日
の
午
前
中
に
ム
ラ
が
な
い
よ

う
丁
寧
に
散
布
す
る
。
毎
年
縮
葉
病

の
発
生
が
多
い
園
で
は
、
3
月
上
中

旬
（
開
花
前
）
に
ム
ッ
シ
ュ
ボ
ル
ド

ー
Ｄ
Ｆ
（
5
0
0
倍
／
開
花
前
ま
で

／―

）
を
、
3
月
下
旬
に
、
チ
オ
ノ

ッ
ク
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
5
0
0
倍
／
収

穫
7
日
前
ま
で
／
5
回
以
内
）
を
、

開
花
ま
で
に
2
回
散
布
す
る
。

◆
日
焼
け
防
除

　

主
枝
・
亜
主
枝
の
日
焼
け
の
心
配

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ワ
イ
ト
ン
パ
ウ

ダ
ー
（
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
）
を
塗

布
し
た
り
、
肥
料
袋
な
ど
で
被
覆
し

た
り
す
る
。

い
ち
じ
く

◆
せ
ん
定

　

せ
ん
定
は
3
月
上
旬
ま
で
に
行
う
。

凍
霜
害
を
受
け
や
す
い
園
で
は
遅
れ

る
と
切
り
口
か
ら
樹
液
が
出
て
樹
勢

が
低
下
し
た
り
、
発
芽
が
遅
れ
た
り

す
る
の
で
注
意
す
る
。
前
年
の
結
果

枝
基
部
の
2
芽
を
残
し
て
せ
ん
定
す

る
。
樹
勢
が
弱
い
場
合
は
上
芽
を
、

強
い
場
合
は
横
芽
を
利
用
す
る
。
残

す
芽
の
す
ぐ
上
で
切
る
と
、
切
り
口

が
乾
燥
し
て
亀
裂
が
入
り
、
枝
の
伸

び
が
悪
く
な
る
た
め
、
3
芽
目
の
す

ぐ
下
で
切
る
。

◆
凍
霜
害
対
策

　

せ
ん
定
直
後
か
ら
4
月
の
発
芽
ま

で
主
幹
や
主
枝
を
ワ
ラ
や
防
寒
資
材

で
被
覆
し
て
お
く
。

か
き

◆
粗
皮
削
り  　

　

太
い
枝
の
分
岐
部
な
ど
で
越
冬
す

る
害
虫
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
粗
皮

を
削
り
落
と
し
て
お
け
ば
、
越
冬
害

虫
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

う
め

◆
開
花
期
の
受
粉  　

　

低
温
や
強
風
、
受
粉
樹
が
少
な
い

場
合
、
結
実
不
良
に
な
る
の
で
、
開

花
盛
期
の
小
梅
類
の
枝
を
バ
ケ
ツ
に

生
け（
10
ａ
当
た
り
10
カ
所
以
上
）、

株
元
に
置
い
て
お
く
。

＊
１

＊
１

＊
１
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営農総合センター　指導販売課 072（444）8001

２月の農作業

薬 剤 名 使 用 時 期 使用回数10a当たりの
農薬使用量 使用方法

50～75㎖ 3回以内

2回以内

雑 草 生 育 期
（イネ科雑草3～5葉期）
ただし収穫21日前まで

雑 草 生 育 期
（イネ科雑草3～5葉期）
ただし収穫14日前まで

雑草茎葉散布
または全面散布75～100㎖

セレクト乳剤

ホーネスト乳剤

10a当たりの散布液量

1 0 0 ℓ / 1 0 a

100～150ℓ/10a

雑草茎葉散布
または全面散布

HＲＡＣコード

1

1

表1 たまねぎに登録のある主な茎葉処理型の除草剤

※HRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

表2 たまねぎの病害に登録がある農薬
薬　剤　名

リドミルゴールド M Z
ホライズンドライフロアブル

10a当たりの散布液量希釈倍数
500～1000倍

2500倍 100～300ℓ/10a

使用時期
収穫7日前まで
収穫3日前まで

100～300ℓ/10a
使用回数
3回以内
3回以内べと病、白色疫病

プロポーズ顆粒水和剤 べと病、白色疫病、
灰色かび病

ピシロックフロアブル

1000倍

1000倍

収穫7日前まで

収穫前日まで

3回以内

3回以内 100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

適 用 病 害 名
4、M03
27、11

U 1 7

40、M05

べと病、白色疫病

べ と 病

FＲＡＣコード

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

表3 なすのすすかび病に登録がある農薬

ト リ フ ミ ン 乳 剤 2000倍

ベ ル ク ート 水 和 剤 3000倍

アミスター20フロアブル 2000倍 100～300ℓ/10a11 収穫前日まで 4回以内
カンタスドライフロアブル 1000～1500倍
ダ コ ニ ー ル 1 0 0 0 1000倍

薬　剤　名

150～300ℓ/10a

10a当たりの散布液量
100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a
100～300ℓ/10a
100～300ℓ/10a

FＲＡＣコード
3

M 0 7
M 0 5
7

使用回数使 用 時 期
収穫前日まで 5回以内
収穫前日まで 4回以内
収穫前日まで
収穫前日まで
収穫前日まで

3回以内
4回以内
3回以内

3ラ リ ー 水 和 剤

希釈倍数

4000～6000倍

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。

表4-1 なすのうどんこ病に登録がある農薬

アミスター20フロアブル 収穫前日まで 4回以内 100～300ℓ/10a11

パンチョTＦ顆粒水和剤
ラ リ ー 水 和 剤

ベ ル ク ート 水 和 剤
モレ ス タン 水 和 剤

収穫前日まで

フルピカフロアブル 収穫前日まで 4回以内 100～300ℓ/10a9

4000～6000倍

2000倍

3000倍

2000倍
2000～3000倍
2000～3000倍

希釈倍数

2000倍

使 用 時 期

ト リ フ ミ ン 乳 剤

薬　剤　名 使用回数FＲＡＣコード

5 回 以 内
（パンチョTF顆粒水和剤と
合わせて5回以内）

収穫前日まで 4回以内
収穫前日まで 2回以内
収穫前日まで
収穫前日まで

3回以内
3回以内

150～300ℓ/10a

10a当たりの散布液量

100～300ℓ/10a
100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

3

3、U06
M 0 7
UN、M10

3

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。
※モレスタン水和剤は、盛夏の高温時および施設内の高温時での使用は、薬害を生じる恐れがあるので、所定範囲内での低濃度で使用
する。また、定植直後や幼苗・軟弱苗などには使用しない。

表4-2 野菜類のうどんこ病に登録がある農薬

サンクリスタル乳剤 収穫前日まで300～600倍
ボトキラー水和剤 発病前～発病初期1000倍

希 釈 倍 数 使 用 時 期薬　剤　名 使用回数 10a当たりの散布液量
150～300ℓ/10a
150～500ℓ/10a

ー
ー

FＲＡＣコード
B M 2
ー

※FRACコードが同一であれば、有効成分が異なっていても同一系統の薬剤なので、連用は避けなくてはならない。
※ボトキラー水和剤は、野菜類で登録がある。
※サンクリスタル乳剤は、なすで登録がある。なす、ピーマン、はくさい、チンゲンサイ等に使用する場合、幼苗
期には、葉先枯れを生じる事があるので使用しない。また、高温時には、葉に薬害を生じる事があるので、施設
では温度管理に十分注意する。
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